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大効果につき動物実験を行つた結果,こ の感受性増大効

果の因子は細胞壁由来多糖体分劃にある事を認めた｡次

にZymosanの 前処置により同様 の実験 を行つたが,

C.alb.の 細胞壁多糖体 と殆 ど同じ成績を得た｡

(2)σ ・alb・の細胞壁多糖体の血清中の補体非働作用

を検討した結果,C.alb.の 細胞壁多糖体は先ず血滴中の

ProperClinと 結合しこの両者のc｡mplexが 補体の第3

成分を選択的に非働化することを認めた｡

(1)の 結果は(2)の 試 験管内実験の結果 によるも

のではないかと考えられる｡

(65)C.albicansに おけ る歯 体 内 グル

タ ミン酸 の消 長 につい て(第II報)

結合グルタミン酸形成の基礎的条件

阪 大 第 三 内 科

菅 野 忠彰 ・揮藤 文 男

c・albicansを 最終濃度M1ユ5燐酸緩衝液中にて,葡萄糖

及びグルタミン酸と共に37｡C1時 間反応した場合には菌

体内結合グルタミン酸は増加 しないが,之 に他のアミン

酸を添加 した場合に初めて増加を示す｡結 合グルタミン

酸の測定は同一反応液中より採集せる菌体 の一部 より

30分 煮沸法により遊離グルタミン酸を定量 し,他 の部

分 より最終5N塩 酸水中で12時 間加水分解・して得た総グ

ルタ ミン酸量から遊離グルタミン酸量を減 じたものを結

合グルタミン酸量とした｡尚 グルタミン酸の定量は大腸

菌脱炭酸酵素標本を用いmanometricallyに 行つた｡

本実験に供 した17種 のアミノ酸の中でどの7ミ ノ酸が

結合グルタ ミン酸形成に直接関与するかを知る為に先づ

ABCDの4群 に分ち各群別ア ミノ酸の影響を検したが,

A及 びD群 が全群添加の場合と同程度の結合グルタミ

ン酸の増加を示 したのでA,D群 を分析した所,A群

中ではアスパラギンが,D群 中ではチステインが菌体内

結合グルタミン酸形成を支配する事が判明した｡

以上の実験成績より,C.albicansに おける菌体内結

合グルタ ミン酸形成には,ア スパラギンを含む反応系と

チステインを含む反応系の2反 応系が存在する事が察知

される｡

(66)実 験的カンジダ症 の病理学的研

究 殊に抗生物質使用による影

響に就て

大阪大学第三内科

田 中 昂 ・田 中 開
ゴ

カンジダ症発症の1要 因 として抗生物質,殊 にTet｡

racycline系 物質の使用が挙げられているが,実 験的カ

ンジダ症の組織学的変化に及ぼす抗生物質の影響及び其

の機転を観察する目的を以て次の実験を行つた｡

1)AcMを 腹腔内接種及び非接種マウスに(7・alb・を

腹腔内,静 脈内に接種 し,6,l2,24,48,96・ 時 間後の

各臓器の組織学的変化及び組 織内菌所 見 を観察 した結

果,AcM接 種群は非接種群に比し何れの時期 に於ても

肉眼的,顕 微鏡的に高度の病変を認めた｡殊 に心,腎,

肝に結節 ・膿瘍形成著明で且菌糸菌体をも多数に証明し

得た｡尚AcMとC.aZb.を 同時に接種した場合にも同

様の変化を認めた｡

2)AM経 口投与及び非投与家兎皮下にC・alb・ 接種、

し2,24,48,96時 問及び1週 後皮下 結合織を伸展 し

超生体染色,PAS染 色を行いC.alb.喰 菌現象及び細胞

反応を観察 した結果,AM投 与群は非投与群に比 し何れ

の時期に於ても細胞反応の減弱,喰 菌現象の著明な低下

を認めた｡

3)AM投 与及び非投与家兎の実験的カンジダ症に於

ける網内系機能を小田氏法鶏血球処理作用で観察 した結

果,AM投 与群に著明な網内系機能低下が見られた｡

4)コ ロイド銀により網内系封鎖を行つた家兎に就て

第2実 験 と同様の観察を行つた結果,網 内系封鎖家兎に

於てもAM投 与群は非投与群に比しC.alb.喰 菌現象の

低下,殊 に単球の喰菌現象の低下が見られた｡

以上の実験成績より抗生物質,殊 にTetracycline系 物.

質 はカンジダ症の病変を増悪せしめ且その発症に関 して

も個体の網内系機能低下,C.aZb.喰 菌現象低下更 にに

既に報告した結合型VB欠 乏を惹起する等個体の防衛

力 を低下せ しめこれが発症に重要な因子 となり得ると考

えられる｡

(67)CandidaalbicansのMetabOlis皿

に 関 す る研 究

C.albicansの 脱 水酵 素作用,イ ンドール

形成,硫 化水素産生及びメチル基転位酵素

作用についての実験

大 阪 医 科 大 学 微 生 学 教室

吾 孫 子 徹 男

第2回 総 会 に於 け る報 告 に 引続 き,C.albican・sの 脱 水

素酵 素 作 用 に就 てTHUNBERG'sTechniqueに ご準 拠 し

て 実 験 を 行 つ た｡KREBSのT.C.A.cycleを 中 心 とし

た 脂 肪 酸,ア ミノ酸 及 び 各 種 類 を基 質 と した場 合,ナ キ

サ ロ コハ ク酸,オ キ サ ロ酷 酸,ア ラ ニ ン,ア ス パ ラ ギ ン

酸,グ ル コ ーズ,マ ル トー ズ 等は 活 性 を 示 した が,酷 酸.

イ ソ クエ ン酸,ア コ昌 ツ ト酸,α 一ケ トグ ル タ ル 酸,リ ン

ゴ酸,フ マ ール 酸,酪 酸,酒 石 酸,メ チ オ ニ ン,キ シ 官

{ズ ,ア ラ ビ ノー ズ,ラ ム ノー ズ,サ ッカ ロー ズ,ラ ク

ト'ズ,ト レハP一 ズ,ラ フ イ ノー ズ,マ ンニ ツ ト等 に
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活性 を示 さな か つ た｡活 性 を 示 した 各 基 質 に 各 種阻 害 物

質を 追加 し,そ の脱 水 素酵 素 作 用 に 及 ぼ す 影 響 を 観 察 し

たが,Sodium-azideは 基 質 の有 無 に か か わ らずC.ai・

bicansの 脱 水素 酵 素 作 用 に 対 し常 に 阻 害 的 に作 用 した｡

無 基 質 の場 合影 響 が な い か又 は逆 に 促 進 的 に 作 用す る

Potassium-arsenite,Potassium-jodate,Sedium-flu-

orate,Potassium-tellurite,P0tassium-cyanate等 で

も基 質に よつ て は そ の脱 水 素 酵 素 作 用 を 阻害 す る もの も

認 め られ る｡

次 にべ プ ト ン 水,合 成 培 地(ト リプ トフ ア ン,VB6

を主 とす る)aCCandidaを1白 金 耳 つ つ培 養 し,Kevac

法:こてイ ン""・一一ル形 成 につ い て観 察 した が,C.albicans

の他C.Parakrusei,C・tropicalis,C.stellateidea等

に於 て も皆 陰性 で あつ た｡

又 同 じ菌 株 で硫 化 水 素 の発 生 を ぺ プ トン水,ザ ブ ロ液

体 培地 の 表 面 に近 づ け た 酷 酸 鉛 に 浸 した小 濾 紙 を もつ

て,そ の 黒変 す る に よ り知 らん と試 み た が夫 れ も陰 性 で

あ つた｡

第3回 の総 会 に 於 て,C.albicansはGlycocyaminと

Metbyoninよ りCreatine形 成 に関 与 す るTransme-

thylaseの 有 す る事 を 報 告 した が,Glycocyamineの 代

りにGlycinとArginineを もち い て もCreatineの

形 成 を認 めた が,こ の場 合 はVBユ2を 加 えな け れ ば 本反

応 は 認 め られ な くな る｡

〔質 問 〕 伊 藤 文雄(阪 大 第 三 内科)

C.alb.の 菌 浮 游 液 は 十 分 洗菌 した場 合に も比 較 的 短 時

間 でMbを 脱 色す る｡今 の 実 験 成 績 をみ る と,最 も極

端 な場 合 は脱 水 素 酵 素 係 数10.2で 活性 あ りと され て い

るが,こ れ では 対 照 と基 質 と加 え た時 との脱 色 時 間 の 差

は 非 常 に 少 く,活 性 あ り とは 云 い 得 な い と思 う｡従 が つ

て,こ れ に 対 す る各 薬 剤 の 影 響 も論 じ られ な い と思 うが

ど5か｡

〔回 答 〕 吾孫 子徹 男(大 阪 医 大 微 生 物)

数 回実 験 を く りか え した デ ー タで対 照 に比 し還 元 係 数

値 大 な る も のを 脱 水 素酵 素 作 用 と して報 告 した もの で,

そ の 時 の数 値 が 低 く と も実 験誤 差 と云 え ない と思 う｡

C.albicansの 脱 水 素酵 素 作 用は 無 基 質 の 場 合 に も大

量 の菌 を要 し,そ れ が基 質 の添 加 に よ り容 易 に 活性 を示

せ ぱ脱 水 素 酵 素 作 用 と云 え る｡

(68)(]andida症 に 関す る実 験的 研究

(第1報)

日本医科大学衛生学教室

八田貞義 ・酒井雄学 ・藤 田洋一一

国立衛生試験所衛生細菌部

宮沢文雄 ・青 山 好作

Candida症 の発症機転について追求 した｡先 ず発症

部 位 に 蘭 連 して,口 腔 内 よ りCandida属(以 下C属 と

略 す)真 菌 の 検 出 を行 い,健 康 人2oO名 中65名(32.5

%)よ り分 離 し,更 に生 物 学 的 性 状 を もつ て分 類 した と

ころ,分 ・離 菌 株 の61.6%はC.albicansに 相 当 した｡

又C属 真 菌(C.albieans,C.tPtepicalis,C.krusei,

C.Parakrusei,C.gUtltiermondi,C.Pseudotropicalis,

C.stellatoidea)に 対 す る 抗 生 物 質 の 影 響 に つ い てin

vitroで 検 べ た が,Penicillin,Streptomycin,Chlorte-

tracycline(Aure｡mycin)は そ の発 育 に 対 し抑 制 的 に も

或 は 促 進 的 に も 作 用 しな か つ た｡併 しなが らStrepto--

mycin,Aure｡mycinはC.albicansを 腹 腔 内 接 種 し

た マ ウス の死 亡 率 を 高 め た｡

Vitaminの 影 響 につ い て はVB1はC.albicans,C.

lerusei,及 びC・stellatoideaに 対 しinvitrorcて そ の 発

育 を 促 進 的 に作 用 し,又invivoで マ ウ ス(C.albicans

腹 腔 内接 種)の 死 亡 率 を高 め た｡

更 に σ.α乃吻 駕 は ウサ ギ 血 清 中 に て 培 養す る と 仮

性 菌 糸 を 有 す る 糸 状 菌 様 形 態 を とる事 を 確 め た の で,

SABOURAUD培 地 に 培 養 した 時 に見 られ る酵 母 菌 形 態 の

C・albicansと の マ ウス の 感 染 性 の 相 違 を 追 求 した と こ

ろ,前 者 に就 て 供 試 動 物 に対 し死 期 の短 縮 及 び 死 亡 率 を

高 め る成 績 が 得 られ た｡

〔質 間 〕 田 中 開(阪 大 三 内)

1)マ ウ スに 接 種 され たPseudomyceliumと は ,ど

の程 度Pseudomyceliumを 含 んで い るか｡

2)Pseudomycellum及 びYeast-likebodyの 培

養 日数｡

3)未 発 表 で あ る が,我 々 の 実 験 成 績 で は ,む しろ

Pseudomyρeliumよ りYeast-1ikebodyの ほ うが,

virulenceが 強 か つ た｡

〔回 答 〕 宮 沢 文 雄(国 立 衛 試 細 菌)

糸状 菌 様 形 態 のC.albicans接 種量 は50%ウ サ ギ 血

清 中37℃24時 間 培 養 した 後,生 理 食塩 液 に て 数 回 洗}ki

し遠 心 沈 澄 湿 菌 量1mgを マ ウ ス腹 腔 内 に接 種 した｡

酵 母 菌 株 形 態 のC.albicansは2%ブ ドー糖 加 サ プ ロ

ー培 地 に て37℃24時 間 培 養 後
}t同 様 遠 心 洗 諜 した 菌

を接 種 した｡

50%血 満 中 に 於 け る糸状 菌 様 形 態 と酵 母 菌 様 形 態 と

の数 的 比 率 は,大 部 分 が 糸状 菌 様 形 態(多 少 の酵 母 菌 形

態 を含 む)を な して い た｡

なお,抗 生 物 質 がinvitroで 何 らそ の 発 育 に 影 響 を

及 ぼ さな か つ た が,こ の際 の 菌 の発 育 形 態 を調べ る と,

対 照 よ りもや や 糸 状 菌 様 形 態 の 数 が 増 加 して お り,勉

vitroの 毒 性 の 増 加 に 何 か 関係 が あ る と推 察 され た｡

〔質 問 〕 螺 良 英 郎(阪 大3内)

酵 母 様 形 態 と糸状 菌 様 形 態 とに よつ て 毒 力 の 比較 を さ

れ た が,ど の よ うに してYeast-1ikebodyとPseudo-

mycelialを 区 別 され た か｡
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〔回 答〕 宮沢 文雄(国 立衛試細菌)

共 に塗抹鏡検によつて区別した｡

(69)Candide症 に関す る実験的研究

(第2報)

日本 医 科 大 学 衛 生学 教 室

八 田 貞 義 ・酒 井 雄 学 ・藤 田 洋 一

国立 衛 生 試 験 所 衛 生細 菌 部

宮 沢 文 雄 ・青 山 好 作

Candida症 の化 学 療 法 剤 を 見 出 す 目的 で,各 種 合 成 色

素125種,Su!fonamid剤7種,水 銀 製 剤2種,抗 生

物 質1種,計135種 に つ きCaxdida(以 下C.と 略 す)

属 真 菌(c.¢ 肋 ¢"s,C.tアopicalis,c・kγusei,c・ 加 ・

vakruseit,C.guillieγmondi,C,Psendotr・picalis,C.

stellatoideの に対 し、invitroで 実 験 を 行 つ た｡

合 成 色素 剤 と して特 にTriphenylmethan系 塩 基 性

色 素 の うち,Dimethyl或 はDieShylanilinの 形 を と

つ た もの は,そ の抗 菌1生 の グ ラ ム特異 性 或 は 胞 子 特 異 性

に 漏 れ ず,C.属 真 菌 に 対 し2%ブ ドウ 糖 加SabGU-

raudbouillon(以 下G.s.boui11onと 略 す)中 で100

～500万 万 倍稀 釈 濃 度 と強 い 抗 菌性 を示 した｡血 清 中 で

は そ の 抗 菌 性 は 著 し く低 下 し特 にMalachitgreenB,

Brilliantgreenで は1万 倍稀 釈 で もそ の抗 菌 性 は窺 わ れ

な か つた｡併 しGentianaviolet,Methylviolet,Crystal

vi01et等 は 若干 抗 菌 力が 残 存 した｡こ の際 の菌 の発 育 状

態 を鏡 検 した と ころ,対 照 であ る50%血 清 中 で は 仮 性

菌 糸 を有 す る糸状 菌様 形 態 をな して い る の に反 し,発 育

を 阻 止 し ない 程 度 の 濃度 にTriphenylmethan系 塩 基 性

色 素 を添 加 した もの では 酵 母 菌 形 態 を な して 発育 し てい

る のが み られ た｡又Cyanin系 色 素 も強 い 抗 菌 性 を 示

しG・S・b0uillon中 に て50万 ～100万 倍,50%血 清 中

で1万 ～5万 倍 程 度 に み られ た｡

Sulfonamid剤 で は,供 試 薬 剤 の 何 れ もG.S.bouillon

中 で2千 倍 稀 釈 濃 度 で も抗 菌 性 は 見 られ な か つ た｡併 し

C・kruseiに 対 しては1万 倍 稀 釈 で もそ の菌 膜 の形 成 を

阻 止 した｡

水銀 製 剤 の うちMerzonineは 非 常 に抗 菌 力強 くG.

s.bouillon中100万 倍,50%血 清 中10万 倍 程 度 に抗

菌 作 用が あ つた｡

近 年抗 徽 酵 母 物 質 と して 知 られ て い るTrichomycin

も同 様 にG・s・houill｡n中 で100万 倍,50%血 清 中 で

10万 稀 釈 濃 度 に抗 菌 性 が み られ た｡

〔68,69の 追 加 〕続 発 性 カ ン ヂ ダ症 に 関 す る実 験 的 研 究

佐 須孝 之 一邸 光 聰(東 京 医 大篠 井 外科)

我 々 も昨 年 来続 発性 カ ン ヂ ダ症 の 発 生 機 転 に 関す る実

験 的 研 究 を 行 い,そ の 一 部は 第2回 東 日本 の 本 会 に於 て

報告したが,そ の後更に実験を加え,興 味ある成績を得

たので追加する｡

肺カンヂダ症は続発性に発生するものが多い点より・

縫発性肺カンヂダ疲の実験的作成を試み,こ の際葡萄菌

を前もつて用いることにより,僅 少のCa菌 量で続発性

肺カンヂダ症が形成され,こ れと同時にぺ昌シリン・又

はク冒ルテ トラサイクリン(オ ーレオマイシン)等 を投

与し,或 はレ線照射を行うと,更 に高率に本症を発生す

る事は既に昨秋報告した｡今 回は同様にマウスの腹腔内

に腹膜炎を起さない僅少の葡萄菌0.4mgを 注入,こ れ

に原発性ガンヂダ症を作り,難 いCa菌 量0・025mgを

同時に乃至3日 後,1遇 間後,2週 間後に注入すると,

同時感染群では対照よりCa菌 の結節数が少く,又 葡萄

菌接種後3日 感染群も同様に少ないが,葡 萄菌接種後1

週間～2週 間感染群では結節数が著明匿増加しており,

続発性カンヂダ症の起 り易いξとが判つた｡こ の事は白

羽外科に於ても葡萄菌を前 もつて感作させ ることにより

Ca菌 感染部位が増殖性炎症を来すと述べていられるが,

我 々は以上の実験により同感 と思 う｡

(70)実 験 的 汎 発 性 カ ン ジ ダ症 に お け

る代 謝 の研 究

順天堂大学医学部第1内 科

村上精次 ・池本秀雄 ・塩川優一噂 浪 久利彦

荒木 勇 ・村上正中 ・山 口毅一.田 中 武

宮本 薫 ・鈴木隆

被検動物は犬を用い,こ れ に種 々の菌量のCandida

albicansMloの 静豚内注射を行い,注 射前後における血

清総蛋白,ム コ蛋白,残 余窒素,ア ンモニヤ,糖,焦 性

ブドウ酸,ナ トリウム,カ リウム等を測定 し代謝の変化

を追求するとともに,一 方生存 及び蜷死の全犬につき

腎,心,肝,肺,脾,膵,脳,副 腎,骨 髄,リ ンパ腺等

の各臓器のCandida培 養,肉 眼的並びに病理組織学的

所見をも併せて検索 した｡

更に,カ ンヂダ性病巣は腎臓に次いで心臓に顕著に認

められることから,各 犬につき感染後畢日を追つて心電

図検査を行い,そ の所見と剖検後の心臓の病理学的所見

との関係を検討した｡

実験成績は軽体重の犬に比較的大量の菌量を感染せし

めた場合には早期に死亡し剖検上典型的な汎発1生カンヂ

ダ症の病像を呈し,各 臓器のCandida培 養,肉 眼的並

びに病理組織学的所見等に鉛いて顕著 な異常 が認めら

れ,こ のような症例では生前の代 謝障碍 も亦顕著であ

り,蛋 白質,糖,電 解質等の代謝異常,特 に残余窒素並

びにムコ蛋自のi著明な増加が認め られた｡一 方病変の著

しい例では生前心電図検査 において心筋梗塞様所見を

み,剖 検上心尖部,特 にその後面et多 発性肉芽腫乃至膿

瘍様病巣が認められた｡
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、以上の如 く,主 として腎臓病変に原因ずると考えられ

る代謝面の変化を検査するとともに,一 方腎臓に次ぐ好

発部位である心臓の病変については心電図検査を行い,

.これらの所見を臓器の病理学的所見 との関係を検討して

】柳かの知見を得た｡

(71)Trichomycin誘 導 体 の毒 性 並 び

にznVCVOに 於 け る抗Candida

作 用 に つ い て

名大青山内科 青 山 進 午

同 耳鼻科 大 町 竜 頭

私共はTrichomycin(TrM)のAcety1化 体である

Acetyltrichomycin(ATrM)及 びH.solution(ピ リヂ

ン,ヂ オキサン,酷 酸ブチル,水)と 仮称する溶液の処

理によつて純粋 と思われるTrMが 提供されたので,そ

れ らの毒性及び抗Candida作 用についてinvivoの 実

験を行つた｡

毒性について:ddN系 マ ウスの静注 に対するLDs◎

'はBEHRENSK蓋RBER法 で算出するとTrMは1 .3406

'mg/kg
,ATrMは52.36mg/kg,H.Solution処 理の

'T
rMで は0.7718mg小k9で あつた｡

抗Candida作 用について:ddN系 マ ウス1群10匹

としC.alb.(SABOURAUD寒 天37｡C20時 間)の 生理

食塩水浮遊液を静脈又は腹腔に注射し,薬 剤は生理食塩

水にて溶解 し静脈又は腹腔に注射した｡

1)C.alb.5×107腹 腔 内感染直後TrM10mcg及 び
ど

.ATrM10mcgを 腹 腔 内 に注 射 し,2日 及 び4日 に10

rmcg宛 腹 腔 に注 射 した｡2週 間 観 察 で 対 照e#so%死 亡

したが,TrMで は40%,ATrMで は60%で あ つ た｡

2)C.alb.5×10s腹 腔 内 注 射 と 同 時 にTrMsmcg,

H.solution処 理 のTrM5mcg,2mcg及 び1mcg

を腹 腔 内に 注 射 した が,対 照は2週 間 で80%,TrM5

-mcgで は20%死 亡 し
,H.solution処 理 のTrMで

1は1mcg迄 全 部 生 存 した｡

3)C.alb.106静 脈 内 感 染 に 対 す るTrM10mcg同

特 腹 腔 内投 与 の影 響 を 観 察 した が,感 染 防禦 効果 が 見 ら

二れた｡

4)C.alb.5×105静 注 前60分 及 び 後60分 の2回

ATrM156mcgを 静 注 した が,生 存 日数 が 延 長 した｡

5)C｡alb.2.5×10s静 注 前 後60分,2日,4日 及

び6日 にATrM50mcg静 注 した マ ウス は 対 照 よ り死

亡 が遅 れ 且つ 死 亡 率 が 低下 した｡

6)C.alb.10s静 脈 注射 して死 亡 し始 め る時 期,即 ち

4日 にATrM50mcg静 注 し,6日,8日 に50mcg

宛 追 加 して治 療 を 行 つ た が,明 らか に 治療 効果 が 認 め ら

二れた｡

以 上TrM誘 導 体ATrM及 びH.solution処 理 の

TrMはinvivoに 於 て抗Candida作 用 を 示 した が,

提 供 され る試 料 毎 に毒 性 が 変 化 す るの で今 少 し改 良を 要

す る｡

〔質 問 〕 巾 沢 昭 三(京 榔 府 医 微生 物)

1)溶 血 性 は｡

2)i.v.とi.P.の 誰 性 の差 は｡

3)リ バ ノe・一・ルe一ホ モ ス ル フ ァ ミン誘 導 体 との比 較 は｡

〔回 答 〕 大 町 竜 頭(名 大 耳 鼻科)

1)AcetyltrichomyCinの 薬 理 作 用 は 検 討 してい な

い が,Trichomycinの 約1/100と 言わ れ て い る｡

2)溶 血 性 が 小 で あ る か ら,静 脈 内 注 射 の み のLD50

を測 定 した｡

3)そ れ に つ い て 比 較 して い ない(ア ル カ リ側 で な い

と溶 け ない)｡

(72)Sarkomycinの1誘 導体 に よる

Candida症 の治療実 験

武 田 研 浜 田義雄 ・五十嵐政 ニ ー梶原 彊

さきに立岡 らはSarko1nyc垣(SK)よ り1誘 導体Sl

を単離 してその講造はdi(1-carboxy--3-oxo-cyclopen-

tyレmethy1)disulfideで あ ることを決定 したが,Slは

SKと 同様にエール リッヒ腹水癌や吉 田肉腫細胞 に対

して生命延長ないし細胞変化像を与えるがその抗菌像は

SKと 著しく異 り,一 般細菌に対しては抗菌力が増すに

止るが,SKで は抑制されない真菌類がSl}こ 対 しては

強 く抑制されることと,ま たcup法 を用いるmg力 価

がM.Pyo.var.aureus209Pを 用 いた時と,15・st'.flavus

を用いた時で ×10の 開 きが あることなどでSKと は、

異つた性質のものであることがわかつた｡こ の中真菌に

対 してinvitrOで 抗菌性があることをinvivOで 検討

したが,ddマ ウス4週 δを用いる実験では1.8×107個

のCealbicansCa19(DukeUniv.→)i.v.接 腫後1時 間

目より投与しはpめ ると,そ の量に全 く比例する解剖所

見 と逆培養成績を得にくいにしても,解剖,培 養共に陰性

の例が対照群に比較するとかなりある｡ま た体重の少い

3週6ddマ ウスではS1お よびSlとS2と の混合物S3

を投与すると,そ の影響は体重増加曲線でもかなり明か

にみることができ,対 照群は14日 の観察期間内に6疋

中5疋 の感染死(他 の1疋 も18日 目に艶死)が み られ

たのにS1ま たはS3の 早期投与群ではO・25～0.5mg/

1回 量/1日2回/3日 間(i.p.,s.c.)で 体 重の増加 はよ

い｡し か しC.albicans接 種後28時 間を経て投与開始

した例では効力がみられない｡少 数例の病理組織所見か

らは以上の成 績を支持する像を常に得 るとは云い難

いが,こ れについては更に例数 を集め ると共に他の抗
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Candida抗 生物質ともに比較 検討す ることとしたい｡

(73)ヵ ンジグ症に関する実験的治療

大阪大学第三内科

螺良芙郎 ・河村 洋太郎｡田 中 開

岸本 進 ・平尾文男

実験目的:カ ンジダ症の実験的治療に関する治療効果

の判定の1指 針 として臓器培養法によつて,各 種薬剤並

び1ご免疫血清の単独,並 びに伴用効果をみるを目的とし

た｡

実験方法:均 一系マウス(20～229)の 静脈内にCan-

didaalbicansHarvard株48時 間 培養の1×10610.1cc

の菌液を=接種,接 種当日より治療群には8～9H間 連続

薬剤を投与 し,10日 目に屠殺解剖,腎 の磨砕懸濁液を

稀釈しつつ培養し,サ ブ#一 平板寒天地の全集落数を算

定,対 照群 との間に比較を行つた｡用 いた薬剤は人体量

に換算し,毒 性のない低濃度とした｡

実験結果:単 独使用としては,Gentianviolet,Bri-

11iantgreen,Sodiumiodideの 腹腔内注射,Paraben

(Propylester)の 経 口投与に効なく,抗 真菌性抗生物質

中,Aureofacin,Virosinを の ぞい てはMycostatin

(Squibb),Trichomycinの 経 口投与に効果が認められ

た｡家 兎免疫血清を生菌又は加熱死菌を静脈内,皮 下に

種々の免疫量で作成 した5組7種 のものについて検討し

た結果,擬 集価の高いものに効果がみられた｡

以上の薬剤を併用してみた実験では,Trichomycin,

Mycostatinの 併用において著 明でTrichomycin,免

疫血清,Merzonin,Myc0statinの 種 々の組 合せにお

いても一部効果をみた｡

即 ち,上 記薬剤の単独及併用使用によつて,実 験的カ

ンジダ症の深部病巣にも比較的低濃度でも効果のあるこ

とを知つた｡

(74)Candidaの マ ウ ス に 対 す る毒 性

並に抗生物質,ビ タミン投与の之に及ぼす影響

京 都 大学 医 学 部 第 二 内 科(主 任 菊 池 教 授)

大 久 保 滉 ・玉 井 昌 士

1)DM系 純 系 マ ウ ス(体 重129前 後)を 用 い て

Candidaの 腹 腔 内接 種 に よる 毒 力並 に抗 生 物 質,ビ タ ミ

ン投 与 の之 に及 ぼ す 影 響 を見 た｡Candidaは 一 般 に 毒 力

が 弱 く,マ ウス を死 亡 せ しめ るに は天 文 学 的 数 字 の 菌 数

を 必 要 と した｡7株 のCandidaの 中albieansが 最 も

毒 力 強 く,tropicalis,kruseiが 之 に 次 ぎParakrusei,

stellatoideaの 順 に弱 くな りguilliermondi,PseudotPto'

piealisの 毒 力 は 極 め て 弱か つた｡同 じalbicansで も菌

株により毒力に差異があ りCandida症 で死亡 した患者

から分離した菌株や動物を通過した ものは毒力が強い｡

又 胃ムチンを加えて接種すると毒性が増強され,栄 養の

悪い培地に植次 ぐと毒力が減 弱 された｡albicans及 び'

tvoPicalisはAM,SM,VB1,B2葉 酸 と同時 に投与す"

るとマウスの死亡率が上昇 した｡他 の5株 ではビタ ミン

の種類によつて毒力が僅かに上昇したが株生物質では死.

亡率上昇が見 られなかつた｡

2)C.agbicansと 他 の6株 の各1株 をマウスの腹腔内

に接種して混合感染による毒力の推移を観察 した｡σ 膨｡-

cans単 独では6×losで マ ウスの死亡率lOO%,3×los'

で20%で あつたが,albicans3×losとtroPt'calis3×

10sの 混合感染では60%(以 下 接 種菌量は総て3×10&

つ つ計6×108と す),kruseiと の 混合感 染 も60%,

Pavakrusei,stellatoi4eaは40%,guilliermondi,Pseu-・

dotropicalis20%(対 照 と同 じ)で あつた｡こ れ ら混合

感染マウスの培 養でtropicalis,kruseiが 少 数見 出ざ

れたのみで他は総て σ砺躍瑠 ばかりだつた｡

3)C.albicans感 染幼若白鼠及びマウスに トリコマ.

イシン(以 下T… とす)色 素剤(ゲ ンチアナ紫,メ チル

紫)を 投与した｡T.を 早期から腹腔内或はピアルロニ

ダーゼと共に筋肉内に投与した場 合は最 も効果があつ・

た｡色 素剤は腹腔内接種,腹 腔内投与では効果があつた.

が,静 豚内接種,腹 腔内投与では効 果が少かつた｡Tm.

は単独筋注の際には効果が少かつた｡

(75)経 口的 に 接 種 さ れ たC伽 磁吻

albicansの 全 身 感 染 に 及 ぼ す

Cortisone並 に抗 生 物質 の影 響

東大沖中内科 竹本忠良.横 山 巖・

昭大第一内科 堀 正雄

マウスに就いてCandidaalbicans(以 下C.alb.)の

経 口接種に依 り全身感染を起し得るか否かを,生 体側の

条件を変化せしめる要因として大量 のCOrtisone投 与

及びレ線の全身照射を行つた｡

実験方法dd-N系 マ ウス(15～189)にHavard系

C・alb.20mgを ゾンデに依 り1回 経口接種した
｡Cor-・-

tisoneは 所定量を0 ・1ccと なる如 く生食水で稀釈し,

レ線は1日100mcgを5日 間連続照射した
｡観 察は2

週間とし,死 亡例,生 存例共剖検を行い,主 として肝,

腎 に就て臓器培養並びに組織学的検索を行つた｡

実験結果Cortis｡ne単 独投与(0.2～5mg)に 依 り・

20～60%の 死亡を見た｡C・alb・ 単 独経 口接種に依つで

は全 く死亡を見ず,本 菌の生体侵入を認め得なかつた｡

而 るにCortisone5mgを 投与すると,C.alb.接 種群

に於て高率に肝,腎 に肉眼的に膿蕩様 結節を認め,C.一




